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尾崎宏基:プロテオーム解析による遺伝性脳梁欠
損マウスの原因遺伝子に関する分子生物学的研究
片桐達雄:自己/非自己認識の細胞生物学的機構
および認識に伴う細胞内シグナル伝達機構の解析
荒舘 忠:糖尿病治療薬の開発を目的とした天然
生理活性物質の探索と応用に関する研究
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